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A--85)外転神経麻棒で発症した下垂体腺腫
の且例
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F重体腺様で外眼筋麻輝が出現する頻度は約摘%rで爵)

畑 澄たその中では動眼神経麻輝が多い.滑車及び外転

神経麻縛が単独をことj浅硯することは少なく,かつ初発症状

となることは橡めて縄である士今賢毎磯やぼ終転神経麻輝

綿静脈洞症候群後部型で発症した稀な症例と考えられる
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症㌣例は職歳,発鰍 漫987年凋朋より複複と視力低下を
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iE常であ-♪た,右外転神経線賭,h長二面琴側弊習をみとめた.

教皇函感覚障害は明£)かではなかったamlse級貫目こて卜
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静脈洞壁後部-進展していた,CAGでほお内頚動脈の
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おこなルー｡た.縦線や視野は拡太L後視は経験した,

針-8転)だ相mも叩ha㌘y首融oma日 伊瞳検討
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具の発達した今削こおいでも薪術困難な腹膜の-つであ

るや尊細孔 我 は々過去三軍問をこ経験し/た本腰癌m例につ

いて検討Lr,手術方法,術後管理につき考察を加え報告
寸∴

≪対象と方法>症例遷且燦jで書男性転曹凱女性5軌 年

費は望歳かどっ55歳で平均望7.6歳であるq嘉訴としてはき

視力視野障害が殿も多く?例であった.手術方法は,摘-
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た.石灰化の極めて高度な症例にはヲCuSAを用いる

ことをこより良好な結果を得た中術後3例をこsu鮎du㌢級讃

(巾､HsiUH･Ltl為sllunt酌十要した.酌強ハ･1軌眉トいけ理

闘ま,急性期においてぼ水溶性ピトレッシソの点滴静注

を行ない,ベッド体選評を伺い,時間尿慶砂尿比鼠 摂

政凍クリアラソス,血清曲尿浸透圧を測定し,畢急をこ

録音qjAVPを用いて管理した｡術後の放射線治療は,こ

齢3年間において1例も行なっていない,術後は全段元

幾をこ生活している.
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をこ対LCuSAは効果的である.別解後の尿崩症郡管

理には水溶性だトレッシソの点滴静注が有効である.

針 87う大脳半球に広範な浮腫を伴った
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を経験した,

症例は那才男性,且985隼且望月よ巧J脱力低7億意識低

初診時意識望夢魔藤を蔑む左片麻蝉身汎下垂体機能低下

症唾潜在性尿崩症を認めや右を眼は手動弁&左眼は璃正視
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Jiemの不整形のma綴Sと,右太脳半球町長艶な低吸

収磯を認めサ右側脳室*第3脳室は偏位していた.開頭

術にてm挽SSを摘酢 手術診断俸組織診断はC閥Tmi沖-

粗相首藤om謎であった｡術後CT止の低吸収威蜘消焦度

と片麻疹の改善度が一致したためこの低吸収域は浮腫と
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文献裾こぼCT汲miopharym監立oma例の片麻棒症状は比

較的稀でその多くの場合は異常進展のための挺援圧迫に

よる叡齢であり予審症例のような広範な脳浮経による同
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今回我 ぼ々や聴神経鞘臆の5例を経験したので,若干

の文献的考察を加え鞄暫する書近年,文献的かこ払 聴覚

の温存を扱ったものも散見されるが,現業闘患,祓三車線

を越えるものも少なくない.我 が々経験した語例は,漫

例が正中線を越え,機の4例は正中線近くまで発育した

賭場であ-rJた.食倒に手術を施行し亨全傍臓眼的に全摘

出邑性･･L･.裾や.ll町て.戸和白j神経麻坤T十Ij最上圧.畑

のi例に極めて軽度の顔面神経麻蝉を認めたが,3例で

は神経学的に異常を認めなかった.比較的大きな経慶に叶

おける顔面神経の温存について報告する.




